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(57)【要約】
【課題】高電圧の電源を供給するためのコネクタを提供
する。
【解決手段】電源と電子機器とを電気的に接続するため
の雌コネクタと接続される雄コネクタであって、雄コネ
クタは電力供給を受けるための導体からなる２本の電力
用プラグ端子と、１本の制御用プラグ端子を有し、制御
用プラグ端子は、差込方向に伸縮可能であり、雌コネク
タは２本の電力用プラグ端子の各々対応する２つの電力
用ジャック端子と、制御用プラグ端子に対応する制御用
ジャック端子を有しており、２本の電力用プラグ端子と
２つの電力用ジャックを嵌合した状態において、制御用
ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸す
ことにより、電子機器に電力が供給されるものであるこ
とを特徴とする雄コネクタを提供することにより上記課
題を解決する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源と、前記電源から電力の供給を受ける電子機器とを電気的に接続するための雌コネ
クタと接続される雄コネクタであって、
　前記雄コネクタは、前記電子機器に接続されており、前記電力供給を受けるための導体
からなる２本の電力用プラグ端子と、１本の制御用プラグ端子を有し、前記制御用プラグ
端子は、差込方向に伸縮可能であり、
　前記雌コネクタは、前記電源に接続されており、前記２本の電力用プラグ端子の各々対
応する２つの電力用ジャック端子と、前記制御用プラグ端子に対応する制御用ジャック端
子を有しており、
　前記制御用ジャック端子には、２つの制御スイッチが設けられており、
　前記２つの制御スイッチは、前記２つの電力用ジャック端子の各々に接続されており、
前記電源は前記２つの制御スイッチを介し前記電力用ジャック端子より電力を供給するも
のであって、
　前記２本の電力用プラグ端子と前記２つの電力用ジャック端子を嵌合した状態において
、前記制御用ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことにより、前記２
つの制御スイッチの接点が接続され、前記電子機器に電力が供給されるものであることを
特徴とする雄コネクタ。
【請求項２】
　前記制御プラグ端子の差込方向の伸縮は、スライドスイッチ、または、押ボタンスイッ
チにより行われるものであることを特徴とする請求項１に記載の雄コネクタ。
【請求項３】
　制御プラグ端子リンクを介し前記制御プラグ端子の差込方向の伸縮を行うためのスライ
ドスイッチと、伸縮可能なコイルバネと、を有し、
　前記スライドスイッチの移動方向と前記コイルバネの伸縮方向とが垂直となる中立状態
となるものであって、
　前記スライドスイッチを移動させることにより、前記コイルバネを伸縮させるものであ
ることを特徴とする請求項１に記載の雄コネクタ。
【請求項４】
　前記中立状態において、前記コイルバネは伸びた状態又は縮んだ状態にあり、
　前記中立状態より、前記コイルバネの復元力により、前記制御プラグ端子は前記制御プ
ラグ端子リンクを介し、前記差込方向に対し伸びるものであることを特徴とする請求項３
に記載の雄コネクタ。
【請求項５】
　前記中立状態において、前記コイルバネは伸びた状態又は縮んだ状態にあり、
　前記中立状態より、前記コイルバネの復元力により、前記制御プラグ端子は前記制御プ
ラグ端子リンクを介し、前記差込方向に対し縮むものであることを特徴とする請求項３に
記載の雄コネクタ。
【請求項６】
　前記雄コネクタには、前記制御用プラグ端子の差込方向の伸縮に対応して、前記差込方
向に垂直に突出するロック端子が設けられており、
　前記ロック端子は、前記プラグ端子を前記差込方向に伸すことにより、前記差込方向に
垂直に突出し、
　前記雌コネクタには、前記突出したロック端子に対応した形状の凹状部が設けられてお
り、
　前記雄コネクタと雌コネクタとを嵌合した状態で、前記制御用プラグ端子を伸すことに
より、前記雌コネクタの凹状部に前記ロック端子が前記差込方向に垂直に嵌入し、前記雄
コネクタと前記雌コネクタとの嵌合状態が維持されるものであることを特徴とする請求項
１から５のいずれかに記載の雄コネクタ。
【請求項７】
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　前記雄コネクタには接地用プラグ端子が設けられており、
　前記雌コネクタには、前記接地用プラグ端子に対応した接地用ジャック端子が設けられ
おり、
　前記雌コネクタと雄コネクタとが嵌合した状態においては、前記接地用プラグ端子と、
前記接地用ジャック端子とが嵌合した状態にあることを特徴とする請求項１から６のいず
れかに記載の雄コネクタ。
【請求項８】
　前記電源より供給される電力は、直流であることを特徴とする請求項１から７のいずれ
かに記載の雄コネクタ。
【請求項９】
　前記電源より供給される電力の電圧は、４８Ｖを超える電圧であることを特徴とする請
求項１から８のいずれかに記載の雄コネクタ。
【請求項１０】
　電源と、前記電源から電力の供給を受ける電子機器とを電気的に接続するための雄コネ
クタと接続される雌コネクタであって、
　前記雄コネクタは、前記電子機器に接続されており、前記電力供給を受けるための導体
からなる２本の電力用プラグ端子と、１本の制御用プラグ端子を有し、前記制御用プラグ
端子は、差込方向に伸縮可能であり、
　前記雌コネクタは、前記電源に接続されており、前記２本の電力用プラグ端子の各々対
応する２つの電力用ジャック端子と、前記制御用プラグ端子に対応する制御用ジャック端
子を有しており、
　前記制御用ジャック端子には、２つの制御スイッチが設けられており、
　前記２つの制御スイッチは、前記２つの電力用ジャック端子の各々に接続されており、
前記電源は前記２つの制御スイッチを介し前記電力用ジャック端子より電力を供給するも
のであって、
　前記２本の電力用プラグ端子と前記２つの電力用ジャック端子を嵌合した状態において
、前記制御用ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことにより、前記２
つの制御スイッチの接点が接続され、前記電子機器に電力が供給されるものであることを
特徴とする雌コネクタ。
【請求項１１】
　前記制御スイッチは、金属からなる板バネ状のスイッチであることを特徴とする請求項
１０に記載の雌コネクタ。
【請求項１２】
　前記雌コネクタにおいて、前記２つの制御スイッチと、前記制御用プラグ端子との間に
は、絶縁体バネが設けられており、前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことにより、
前記絶縁体バネが撓み、前記絶縁体バネを介し、前記制御スイッチの接点が接続されるも
のであることを特徴とする請求項１１又は１２に記載の雌コネクタ。
【請求項１３】
　前記制御スイッチの接点の近傍には永久磁石が設けられており、前記永久磁石は、前記
制御スイッチの接点が切断される際に生じるアークを外側に吹き飛ばし、前記電源からの
電力供給を切断するものであることを特徴とする請求項１０から１２が電荷結合撮像デバ
イスのいずれかに記載の雌コネクタ。
【請求項１４】
　前記雄コネクタには接地用プラグ端子が設けられており、
　前記雌コネクタには、前記接地用プラグ端子に対応した接地用ジャック端子が設けられ
おり、
　前記雌コネクタと雄コネクタとが嵌合した状態においては、前記接地用プラグ端子と、
前記接地用ジャック端子とが嵌合した状態にあることを特徴とする請求項１０から１３の
いずれかに記載の雌コネクタ。
【請求項１５】
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　前記電源より供給される電力は、直流であることを特徴とする請求項１０から１４のい
ずれかに記載の雌コネクタ。
【請求項１６】
　前記電源より供給される電力の電圧は、４８Ｖを超える電圧であることを特徴とする請
求項１０から１５のいずれかに記載の雌コネクタ。
【請求項１７】
　電源と前記電源から電力の供給を受ける電子機器とを電気的に接続するための雄コネク
タと雌コネクタからなるコネクタであって、
　前記雄コネクタは、前記電子機器に接続されており、前記電力供給を受けるための導体
からなる２本の電力用プラグ端子と、１本の制御用プラグ端子を有し、前記制御用プラグ
端子は、差込方向に伸縮可能であり、
　前記雌コネクタは、前記電源に接続されており、前記２本の電力用プラグ端子の各々対
応する２つの電力用ジャック端子と、前記制御用プラグ端子に対応する制御用ジャック端
子を有しており、
　前記制御用ジャック端子には、２つの制御スイッチが設けられており、
　前記２つの制御スイッチは、前記２つの電力用ジャック端子の各々に接続されており、
前記電源は前記２つの制御スイッチを介し前記電力用ジャック端子より電力を供給するも
のであって、
　前記２本の電力用プラグ端子と前記２つの電力用ジャック端子を嵌合した状態において
、前記制御用ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことにより、前記２
つの制御スイッチの接点が接続され、前記電子機器に電力が供給されるものであることを
特徴とするコネクタ。
【請求項１８】
　前記制御スイッチは、金属からなる板バネ状のスイッチであることを特徴とする請求項
１７に記載のコネクタ。
【請求項１９】
　前記雌コネクタにおいて、前記２つの制御スイッチと、前記制御用プラグ端子との間に
は、絶縁体バネが設けられており、前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことにより、
前記絶縁体バネが変形し、前記絶縁体バネを介し、前記制御スイッチの接点が接続される
ものであることを特徴とする請求項１７又は１８に記載のコネクタ。
【請求項２０】
　前記制御スイッチの接点の近傍には永久磁石が設けられており、前記永久磁石は、前記
制御スイッチの接点が切断される際に生じるアークを外側に吹き飛ばし、前記電源からの
電力供給を切断するものであることを特徴とする請求項１７から１９のいずれかに記載の
コネクタ。
【請求項２１】
　前記制御プラグ端子の差込方向の伸縮は、スライドスイッチ、または、押ボタンスイッ
チにより行われるものであることを特徴とする請求項１７から２０のいずれかに記載のコ
ネクタ。
【請求項２２】
　制御プラグ端子リンクを介し前記制御プラグ端子の差込方向の伸縮を行うためのスライ
ドスイッチと、伸縮可能なコイルバネと、を有し、
　前記スライドスイッチの移動方向と前記コイルバネの伸縮方向とが垂直となる中立状態
となるものであって、
　前記スライドスイッチを移動させることにより、前記コイルバネを伸縮させるものであ
ることを特徴とする請求項１７から２０のいずれかに記載のコネクタ。
【請求項２３】
　前記中立状態において、前記コイルバネは伸びた状態又は縮んだ状態にあり、
　前記中立状態より、前記コイルバネの復元力により、前記制御プラグ端子は前記制御プ
ラグ端子リンクを介し、前記差込方向に対し伸びるものであることを特徴とする請求項２
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２に記載のコネクタ。
【請求項２４】
　前記中立状態において、前記コイルバネは伸びた状態又は縮んだ状態にあり、
　前記中立状態より、前記コイルバネの復元力により、前記制御プラグ端子は前記制御プ
ラグ端子リンクを介し、前記差込方向に対し縮むものであることを特徴とする請求項２２
に記載のコネクタ。
【請求項２５】
　前記雄コネクタには、前記制御用プラグ端子の差込方向の伸縮に対応して、前記差込方
向に垂直に突出するロック端子が設けられており、
　前記ロック端子は、前記プラグ端子を前記差込方向に伸すことにより、前記差込方向に
垂直に突出し、
　前記雌コネクタには、前記突出したロック端子に対応した形状の凹状部が設けられてお
り、
　前記雄コネクタと雌コネクタとを嵌合した状態で、前記制御用プラグ端子を伸すことに
より、前記雌コネクタの凹状部に前記ロック端子が前記差込方向に垂直に嵌入し、前記雄
コネクタと前記雌コネクタとの嵌合状態が維持されるものであることを特徴とする請求項
１７から２４のいずれかに記載のコネクタ。
【請求項２６】
　前記雄コネクタには接地用プラグ端子が設けられており、
　前記雌コネクタには、前記接地用プラグ端子に対応した接地用ジャック端子が設けられ
おり、
　前記雌コネクタと雄コネクタとが嵌合した状態においては、前記接地用プラグ端子と前
記接地用ジャック端子とは嵌合した状態にあることを特徴とする請求項１７から２５のい
ずれかに記載のコネクタ。
【請求項２７】
　前記電源より供給される電力は、直流であることを特徴とする請求項１７から２６のい
ずれかに記載のコネクタ。
【請求項２８】
　前記電源より供給される電力の電圧は、４８Ｖを超える電圧であることを特徴とする請
求項１７から２７のいずれかに記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力を供給するために用いられる雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に電気機器は、電源より電力の供給を受け動作する。このように、電源より電力
の供給を受ける際には、通常コネクタを介し電源より電気機器へ電力が供給される。この
際用いられるコネクタは、特許文献１、２に開示されているように、凸状の雄型タイプの
コネクタと、凹状の雌型タイプのコネクタを嵌合することにより、電気的に接続を行うも
のである。
【０００３】
　一方近年では、地球温暖化等に対する対策の一つとして、ローカルエリアにおける送電
においても、電圧変換や送電等における電力損失が少なく、ケーブルの太さも太くする必
要のない、直流で高電圧の電力の供給が検討されている。特に、サーバ等の情報機器にお
いては、大量に電力を消費するためこのような電力供給が望ましいものとされている。
【０００４】
　このように電気機器に供給される電力に関しては、電圧が高いと人体に影響を及ぼす場
合や、電子部品の動作に影響を与える場合がある。
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【０００５】
　このような高電圧の電力をサーバ等の情報機器に用いる場合においては、装置の設置や
メンテナンスの際においては、人により作業が行われるため、電気的接続がされている部
分であるコネクタは通常の交流の商用電源に用いられるものとは異なるものとする必要が
ある。
【特許文献１】特開平５－８２２０８号公報
【特許文献２】特開２００３－３１３０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記点に鑑みてなされたものであり、特に、高電圧の電力を安全に供給する
ことが可能な雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタを提供することを目的とするものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、電源と、前記電源から電力の供給を受ける電子機器とを電気的に接続するた
めの雌コネクタと接続される雄コネクタであって、前記雄コネクタは、前記電子機器に接
続されており、前記電力供給を受けるための導体からなる２本の電力用プラグ端子と、１
本の制御用プラグ端子を有し、前記制御用プラグ端子は、差込方向に伸縮可能であり、前
記雌コネクタは、前記電源に接続されており、前記２本の電力用プラグ端子の各々対応す
る２つの電力用ジャック端子と、前記制御用プラグ端子に対応する制御用ジャック端子を
有しており、前記制御用ジャック端子には、２つの制御スイッチが設けられており、前記
２つの制御スイッチは、前記２つの電力用ジャック端子の各々に接続されており、前記電
源は前記２つの制御スイッチを介し前記電力用ジャック端子より電力を供給するものであ
って、前記２本の電力用プラグ端子と前記２つの電力用ジャック端子を嵌合した状態にお
いて、前記制御用ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことにより、前
記２つの制御スイッチの接点が接続され、前記電子機器に電力が供給されるものであるこ
とを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、電源と、前記電源から電力の供給を受ける電子機器とを電気的に接続
するための雄コネクタと接続される雌コネクタであって、前記雄コネクタは、前記電子機
器に接続されており、前記電力供給を受けるための導体からなる２本の電力用プラグ端子
と、１本の制御用プラグ端子を有し、前記制御用プラグ端子は、差込方向に伸縮可能であ
り、前記雌コネクタは、前記電源に接続されており、前記２本の電力用プラグ端子の各々
対応する２つの電力用ジャック端子と、前記制御用プラグ端子に対応する制御用ジャック
端子を有しており、前記制御用ジャック端子には、２つの制御スイッチが設けられており
、前記２つの制御スイッチは、前記２つの電力用ジャック端子の各々に接続されており、
前記電源は前記２つの制御スイッチを介し前記電力用ジャック端子より電力を供給するも
のであって、前記２本の電力用プラグ端子と前記２つの電力用ジャック端子を嵌合した状
態において、前記制御用ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すことによ
り、前記２つの制御スイッチの接点が接続され、前記電子機器に電力が供給されるもので
あることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、電源と前記電源から電力の供給を受ける電子機器とを電気的に接続す
るための雄コネクタと雌コネクタからなるコネクタであって、前記雄コネクタは、前記電
子機器に接続されており、前記電力供給を受けるための導体からなる２本の電力用プラグ
端子と、１本の制御用プラグ端子を有し、前記制御用プラグ端子は、差込方向に伸縮可能
であり、前記雌コネクタは、前記電源に接続されており、前記２本の電力用プラグ端子の
各々対応する２つの電力用ジャック端子と、前記制御用プラグ端子に対応する制御用ジャ
ック端子を有しており、前記制御用ジャック端子には、２つの制御スイッチが設けられて
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おり、前記２つの制御スイッチは、前記２つの電力用ジャック端子の各々に接続されてお
り、前記電源は前記２つの制御スイッチを介し前記電力用ジャック端子より電力を供給す
るものであって、前記２本の電力用プラグ端子と前記２つの電力用ジャック端子を嵌合し
た状態において、前記制御用ジャック端子に前記制御用プラグ端子を差込方向に伸すこと
により、前記２つの制御スイッチの接点が接続され、前記電子機器に電力が供給されるも
のであることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、前記制御スイッチは、金属からなる板バネ状のスイッチであることを
特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、前記雌コネクタにおいて、前記２つの制御スイッチと、前記制御用プ
ラグ端子との間には、絶縁体バネが設けられており、前記制御用プラグ端子を差込方向に
伸すことにより、前記絶縁体バネが変形し、前記絶縁体バネを介し、前記制御スイッチの
接点が接続されるものであることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、前記制御スイッチの接点の近傍には永久磁石が設けられており、前記
永久磁石は、前記制御スイッチの接点が切断される際に生じるアークを外側に吹き飛ばし
、前記電源からの電力供給を切断するものであることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、前記制御プラグ端子の差込方向の伸縮は、スライドスイッチ、または
、押ボタンスイッチにより行われるものであることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、制御プラグ端子リンクを介し前記制御プラグ端子の差込方向の伸縮を
行うためのスライドスイッチと、伸縮可能なコイルバネと、を有し、前記スライドスイッ
チの移動方向と前記コイルバネの伸縮方向とが垂直となる中立状態となるものであって、
前記スライドスイッチを移動させることにより、前記コイルバネを伸縮させるものである
ことを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、前記中立状態において、前記コイルバネは伸びた状態又は縮んだ状態
にあり、前記中立状態より、前記コイルバネの復元力により、前記制御プラグ端子は前記
制御プラグ端子リンクを介し、前記差込方向に対し伸びるものであることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、前記中立状態において、前記コイルバネは伸びた状態又は縮んだ状態
にあり、前記中立状態より、前記コイルバネの復元力により、前記制御プラグ端子は前記
制御プラグ端子リンクを介し、前記差込方向に対し縮むものであることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、前記雄コネクタには、前記制御用プラグ端子の差込方向の伸縮に対応
して、前記差込方向に垂直に突出するロック端子が設けられており、前記ロック端子は、
前記プラグ端子を前記差込方向に伸すことにより、前記差込方向に垂直に突出し、前記雌
コネクタには、前記突出したロック端子に対応した形状の凹状部が設けられており、前記
雄コネクタと雌コネクタとを嵌合した状態で、前記制御用プラグ端子を伸すことにより、
前記雌コネクタの凹状部に前記ロック端子が前記差込方向に垂直に嵌入し、前記雄コネク
タと前記雌コネクタとの嵌合状態が維持されるものであることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明は、前記雄コネクタには接地用プラグ端子が設けられており、前記雌コネ
クタには、前記接地用プラグ端子に対応した接地用ジャック端子が設けられおり、前記雌
コネクタと雄コネクタとが嵌合した状態においては、前記接地用プラグ端子と前記接地用
ジャック端子とは嵌合した状態にあることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、前記電源より供給される電力は、直流であることを特徴とする。
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【００２０】
　また、本発明は、前記電源より供給される電力の電圧は、４８Ｖを超える電圧であるこ
とを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、高電圧の電力を安全に供給することが可能な雄コネクタ、雌コネクタ
及びコネクタを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　〔第１の実施の形態〕
　第１の実施の形態における雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタについて説明する。
【００２３】
　（雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタの構成）
　図１に、本実施の形態における雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタの構成の概要を示
す。
【００２４】
　本実施の形態におけるコネクタは、雄コネクタ１０と雌コネクタ２０から構成されてい
る。雄コネクタ１０は、サーバ等の情報機器４０に接続されており、電力の供給を受ける
ための２本の電力用プラグ端子１１、１２、制御用プラグ端子１３、アースのための接地
用プラグ端子１４を有している。制御用プラグ端子１３は、雄コネクタ１０の差込方向に
伸縮させることが可能な構成となっている。
【００２５】
　一方、雌コネクタ２０は電力を供給するための高圧電源５０に接続されている。雌コネ
クタ２０には、電力用プラグ端子１１、１２に対応している電力用ジャック端子２１、２
２、制御用プラグ端子１３に対応している制御用ジャック端子２３、接地用プラグ端子１
４に対応している接地用ジャック端子２４を有している。
【００２６】
　また、雌コネクタ２０には、２つの制御スイッチ３１、３２が設けられている。この制
御スイッチ３１、３２は、板バネ状のスイッチ等により構成されており、これを押下する
ことにより接点が接触し電流が流れる構成のスイッチである。尚、本実施の形態では、制
御スイッチ３１、３２の直上に絶縁体の板バネ３３が設けられている。
【００２７】
　制御スイッチ３１の一方の端子は、高圧電源５０の正の出力に接続されており、他方の
端子は、電力用ジャック端子２１に接続されている。また、制御スイッチ３２の一方の端
子は、高圧電源５０の負の出力に接続されており、他方の端子は、電力用ジャック端子２
２に接続されている。
【００２８】
　この２つの制御スイッチ３１、３２は、雄コネクタ１０と雌コネクタ２０とを嵌合させ
た状態において、雄コネクタ１０の制御用プラグ端子１３を差込方向に伸すことにより、
絶縁体の板バネ３３を介し、２つの制御スイッチ３１、３２の接点が接続される構成のも
のである。
【００２９】
　このように、制御スイッチ３１、３２の接点が接続されることにより、雌コネクタ２０
における電力用ジャック端子２１、２２に電力が供給され、更には、雄コネクタ１０にお
ける電力用プラグ端子１１、１２を介し、サーバ等の情報機器４０に電力が供給される。
【００３０】
　本実施の形態におけるコネクタでは、電力用ジャック端子２１、２２の各々に、制御ス
イッチ３１、３２が接続されているが、これは４８Ｖ超える電圧、更には２００Ｖ以上の
電圧である高電圧の直流電力の場合では、接触により人体に与える危険が極めて高いため
、電力用ジャック端子２１、２２の双方に制御スイッチ３１、３２を接続することにより
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、電力用ジャック端子２１、２２の双方からの電力供給を制御し、安全性をより一層高め
ている。
【００３１】
　尚、本発明では、制御用ジャック端子２３とは、制御用プラグ端子１３の伸縮により力
学的な力によりオン、オフが制御される制御スイッチ等を内部に含む構成のものも含まれ
る。
【００３２】
　（コネクタの構造）
　次に、図２から図５に基づき、本実施の形態におけるコネクタの具体的な構造について
説明する。図２（ａ）は、本実施の形態における雄コネクタ１０の外観の斜視図であり、
図２（ｂ）は、本実施の形態における雌コネクタ２０の外観の斜視図である。図３（ａ）
は、本実施の形態における雄コネクタ１０において、制御用プラグ端子１３が縮んでいる
状態の内部構造の斜視図であり、図３（ｂ）は、本実施の形態における雄コネクタ１０に
おいて、制御用プラグ端子１３が伸びている状態の内部構造の斜視図である。図４（ａ）
は、本実施の形態における雌コネクタ２０の上面図であり、図４（ｂ）は、本実施の形態
における雌コネクタ２０の側面図であり、図４（ｃ）は、本実施の形態における雌コネク
タ２０の裏面図である。図５（ａ）は、本実施の形態における雌コネクタ２０の内部構造
図であり、図５（ｂ）は、図５（ａ）の雌コネクタ２０の制御スイッチ３１、３２近傍の
拡大図である。
【００３３】
　図２（ａ）に示されるように、本実施の形態における雄コネクタ１０の本体の外観は、
幅Ｗ１が３０ｍｍ、長さＤ１が３０ｍｍ、高さＨ１が１６ｍｍである。この雄コネクタ１
０には、４００ＶＤＣの直流の電源ケーブル１５が接続されており、反対側には、金属に
より形成された電力用プラグ端子１１、１２、制御用プラグ端子１３、接地用プラグ端子
１４が設けられている。電力用プラグ端子１１、１２の長さＡは１７ｍｍであり、接地用
プラグ端子１４の長さＢは１９ｍｍである。
【００３４】
　本実施の形態における雄コネクタ１０は、雌コネクタ２０に差し込まれた直後は、図３
（ａ）に示す状態にあり、この後、押ボタン１６を押すことにより、制御用プラグ端子１
３が伸びるとともに、ヒンジ１７が回転し、差込方向と垂直方向にロック端子１８が突出
し、図３（ｂ）に示す状態となる。
【００３５】
　一方、図２（ｂ）及び図４に示すように、本実施の形態における雌コネクタ２０は、雄
コネクタ１０の本体の一部が嵌入する構成のものである。雌コネクタ２０には、電力用プ
ラグ端子１１、１２と接続される電力用ジャック端子２１、２２、接地用プラグ端子１４
に接続される接地用ジャック端子２４、制御用プラグ端子１３が伸びた状態で接続される
制御用ジャック端子２３が設けられている。
【００３６】
　雌コネクタ２０は、裏面にて後述するＰＤＵ等に接続されるための端子が設けられてい
る。具体的には、制御スイッチ３１を介し電力用ジャック端子２１と接続される電力用端
子２１Ａ、制御スイッチ３２を介し電力用ジャック端子２２と接続される電力用端子２２
Ａ、接地用ジャック端子２４に接続された接地端子２４Ａが設けられている。
【００３７】
　また、雌コネクタ２０の本体の外観は、幅Ｗ２が５６ｍｍ、長さＤ２が４０ｍｍ、高さ
Ｈ２が４０．５ｍｍである。
【００３８】
　図５（ａ）、（ｂ）は、雌コネクタ２０の内部構造を斜視図である。雌コネクタ２０の
制御用ジャック端子２３は、内部において２つの制御スイッチ３１、３２が設けられてお
り、この２つの制御スイッチ３１、３２の上部に設けられた絶縁体の板バネ３３が上部よ
り押されて撓み変形することにより、２つの制御スイッチ３１、３２の接点が接触し、電
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流が流れる構成となっている。この際流れる電流は、４００ＶＤＣであることから、雄コ
ネクタ１０の制御用プラグ端子１３の先端が直接２つの制御スイッチ３１、３２を押下し
、接点を接触させることは危険であるため、絶縁体の板バネ３３を介し２つの制御スイッ
チ３１、３２の接点を接触させる構成としている。尚、本実施の形態では、制御スイッチ
３１、３２の接点近傍には、アーク防止用の永久磁石２５Ａ、２４Ｂが設けられている。
【００３９】
　次に、図６から図８に基づき、本実施の形態における雄コネクタ１０と雌コネクタ２０
の接続方法について説明する。図６から図８は、雄コネクタ１０と雌コネクタ２０の接続
方法の説明図であり、断面における概略構成を示す。
【００４０】
　最初に、図６に、雄コネクタ１０と雌コネクタ２０とが接続される前の状態を示す。こ
の状態では、雄コネクタ１０の電力用プラグ端子１１と電力用ジャック端子２１とは接続
されていない。同様に、図１に示される電力用プラグ端子１２と電力用ジャック端子２２
も接続されておらず、接地用プラグ端子１４と接地用ジャック端子２４も接続されていな
い。また、制御用プラグ端子１３は、縮んだ状態となっており、制御用プラグ端子１３の
伸縮させるための押ボタン１６も押される前の出っ張った状態となっている。
【００４１】
　一方、雌コネクタ２０は、制御スイッチ３１と電力用ジャック端子２１とが接続されて
いる。具体的には、制御スイッチ３１は、板バネ部３５と接点３６、３７により構成され
ており、接点３６は電力用ジャック端子２１と接続されており、板バネ部３５は金属の板
バネ状に形成されており、接点３７は板バネ部３５を介し電源５０と接続されている。同
様に、図１に示される制御スイッチ３２は電力用ジャック端子２２と接続されており、制
御スイッチ３２は、電源５０と接続されている。また、制御スイッチ３１、３２の上部に
設けられている絶縁体の板バネ３３は、絶縁体の板バネ３３の上部より力が加わることに
より撓み変形し、その力が制御スイッチ３１、３２に伝達される構成となっている。
【００４２】
　次に、図７に、雄コネクタ１０が雌コネクタ２０に差し込まれた状態を示す。この状態
では、雄コネクタ１０の電力用プラグ端子１１と電力用ジャック端子２１とは嵌合してい
る。同様に、図１に示される電力用プラグ端子１２と電力用ジャック端子２２も嵌合して
おり、接地用プラグ端子１４と接地用ジャック端子２４も嵌合している。尚、この状態で
は、制御用プラグ端子１３は、縮んだ状態のままであり、制御用プラグ端子１３の伸縮さ
せるための押ボタン１６も押される前の出っ張った状態のままである。よって、雌コネク
タ２０の制御スイッチ３１の接点３６と接点３７は接続されていない。同様に、不図示の
制御スイッチ３２の接点３８と接点３９も接続されていない。
【００４３】
　次に、図８に、雄コネクタ１０が雌コネクタ２０に差し込まれた状態において、制御プ
ラグ端子１３が伸びた状態を示す。
【００４４】
　具体的には、押ボタン１６を押すことにより、制御用プラグ端子１３が伸び、制御用プ
ラグ端子１３の先端が絶縁体の板バネ３３を押して撓ませ変形させる。この絶縁体の板バ
ネ３３の撓みによる変形により、制御スイッチ３１における板バネ部３５を撓ませ、制御
スイッチ３１の接点３６と接点３７とが接続される。制御スイッチ３１の接点３６と接点
３７が接続されることにより、図１に示す電源５０からの電力は、電力用ジャック端子２
１に供給され、同様に、図１に示される電力用ジャック端子２２にも電力が供給される。
これにより、電力用ジャック端子２１、２２と接続されている電力用プラグ端子１１、１
２を介し、雄コネクタ１０に接続されている図１に示すサーバ等の電気機器４０に電源５
０からの電力が供給される。
【００４５】
　次に、図９に基づき、制御スイッチ３１の接点３６、３７及び、制御スイッチ３２の接
点３８、３９について説明する。図５に示したように、制御スイッチ３１の接点３６、３
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７の近傍には永久磁石２５Ａが設けられており、制御スイッチ３２の接点３８、３９の近
傍には永久磁石２５Ｂが設けられている。
【００４６】
　図９（ａ）に示すように、制御スイッチ３１における直線矢印は、接点３６、３７が接
続された場合に流れる電流の向きを示し、制御スイッチ３２における直線矢印は、接点３
８、３９が接続された場合に流れる電流の向きを示す。この状態では、電源５０から供給
される電流は、制御スイッチ３１及び制御スイッチ３２を流れて、サーバ等の情報機器４
０に供給される。ここで、制御用プラグ端子１３を縮めると、制御スイッチ３１の接点３
６、３７及び、制御スイッチ３２の接点３８、３９が離れて電流の流れがとまる。この瞬
間に、接点３６と接点３７の間、及び接点３８と接点３９の間にアーク（アーク電流）が
発生する。ここで、接点３６と接点３７の近傍に永久磁石２５Ａを設けることにより、図
９（ｂ）に示すように、永久磁石２５Ａにより、破線矢印に示すように磁束が発生し、フ
レミングの左手の法則に基づきローレンツ力が作用し、図９（ａ）に示すようにアークは
符号９１に示すように偏向されて、吹き飛ばされる。また、接点３８と接点３９の近傍に
永久磁石２５Ｂを設けることにより、図９（ｃ）に示すように、永久磁石２５Ｂにより、
破線矢印に示すように磁束が発生し、フレミングの左手の法則に基づきローレンツ力が作
用し、図９（ａ）に示すようにアークは符号９２に示すように偏向されて、吹き飛ばされ
る。これにより、速やかに電力の供給が遮断される。此により、より高い安全性を得るこ
とができる。以上は、永久磁石２５Ａ、２５Ｂの二つの永久磁石を用いる場合について説
明したが、図９（ｄ）に示すように、永久磁石２５Ａ、２５Ｂの二つの永久磁石を一つに
した永久磁石２５を用いても良い。
【００４７】
　次に、図１０、図１１に基づき、制御用プラグ端子１３及びロック端子１８の機能につ
いて説明する。図１０（ａ）は、本実施の形態における雄コネクタ１０において、制御用
プラグ端子１３が縮んでいる状態の外観の斜視図であり、図１０（ｂ）は、本実施の形態
における雄コネクタ１０と雌コネクタ２０とが接続された状態において、制御用プラグ端
子１３が縮んでいる状態の部分透過斜視図である。図１１（ａ）は、本実施の形態におけ
る雄コネクタ１０において、制御用プラグ端子１３が伸びている状態の外観の斜視図であ
り、図１１（ｂ）は、本実施の形態における雄コネクタ１０と雌コネクタ２０とが接続さ
れた状態において、制御用プラグ端子１３が伸びている状態の部分透過斜視図である。
【００４８】
　図１０（ａ）に示すように、制御用プラグ端子１３が縮んでいる状態の長さＣ１は１０
ｍｍであり、図１１（ａ）に示すように、制御用プラグ端子１３が伸びている状態の長さ
Ｃ２は１４．５ｍｍである。
【００４９】
　図１０（ｂ）に示すように、雌コネクタ２０には、突出したロック端子１８に対応した
凹部２９が形成されており、図１１（ｂ）に示すように、ロック端子１８が突出している
状態では、凹部２９により、雄コネクタ１０と雌コネクタ２０との接合が外れることはな
い。
【００５０】
　尚、本実施の形態においては、押ボタン１６を用いて差込方向に制御用プラグ端子１３
を伸縮させるとともにロック端子１８の突出させるものであるが、押ボタン１６に代えて
、差込方向に移動可能なスライドスイッチ等を用いて、差込方向に制御用プラグ端子１３
を伸縮させるとともにロック端子１８の突出を行う構成であっても良い。
【００５１】
　このように、制御用プラグ端子１３が伸びた状態においてのみ、電力用ジャック端子２
１、２２より電力が供給されるように構成されているのは、雌コネクタ２０に雄コネクタ
１０が接続されていない状態において、電力用ジャック端子２１、２２に４００ＶＤＣの
高電圧が印加されることを防止するためである。即ち、雌コネクタ２０に雄コネクタ１０
が接合されていない状態において、雌コネクタ２０の電力用ジャック端子２１、２２に４
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００ＶＤＣの高電圧が印加されていると、電力用ジャック端子２１、２２に人が不注意に
接触した場合や、電力用ジャック端子２１、２２よりドライバ、金属片又は切れかけ導線
等を介し人が接触した場合において、人体に危険が及ぶ場合があり、このような事態を防
ぐためである。
【００５２】
　以上より、本実施の形態におけるコネクタは、雄コネクタ１０の電力用プラグ端子１１
、１２が、雌コネクタ２０の電力用ジャック端子２１、２２に嵌合された状態において、
制御用プラグ端子１３を伸すことにより、制御用ジャック端子２３に設けられた制御スイ
ッチを介して電流が流れ、電力用ジャック端子２１、２２及び、雄コネクタ１０のプラグ
端子１１、１２を介し、情報機器４０に電力が供給されるものである。
【００５３】
　（電力供給システム）
　次に、本実施の形態におけるコネクタを用いた電力供給システムの構成を説明する。
【００５４】
　図１２は、本実施の形態におけるコネクタを用いた電力供給システムの構成を示すもの
である。
【００５５】
　この電力供給システムは、商用電源７０より供給されるＡＣ１００Ｖ又はＡＣ２００Ｖ
の電力を高圧電源５０に入力し、高圧電源５０におけるＡＣ／ＤＣ変換器５１により、Ａ
Ｃ１００Ｖ又はＡＣ２００ＶをＤＣ４００Ｖに変換する。直流電力は、バッテリー等によ
り蓄電することが可能であるため、バックアップ用にバッテリー５２を設けることにより
、停電等の場合においても容易に対応することが可能である。高圧電源５０には電源ケー
ブルを介し、本実施の形態における雌コネクタ２０が接続されており、高圧電源５０から
の４００ＶＤＣの電力は、雌コネクタ２０より供給される。
【００５６】
　一方、本実施の形態における雄コネクタ１０は、サーバ等の情報機器４０と電源ケーブ
ル１５を介し接続されており、雌コネクタ２０と雄コネクタ１０とを電気的に接続するこ
とにより、高圧電源５０からの電力が、サーバ等の情報機器４０に供給される。
【００５７】
　また、サーバ等の情報機器４０内には、４００ＶＤＣをＣＰＵ４２等の電子部品の動作
が可能な低電圧のＤＣ出力に変換するＤＣ／ＤＣ変換器４１が設けられている。
【００５８】
　このような、電力供給システムでは、商用電源７０からのＡＣからＤＣへの変換が一回
で済むため電力損失が少ないこと、高電圧な直流である４００ＶＤＣでは、導線等の太さ
を気にする必要があまりないこと、直流であることからバッテリー５２に蓄えることが可
能であり、商用電源７０の供給が停電等により停止した場合においても、対応しやすいこ
と等の利点を有している。
【００５９】
　次に、図１３に基づき、本実施の形態におけるコネクタを用いたＰＤＵ（パワー・ディ
ストリビューション・ユニット）について説明する。
【００６０】
　図１２に示される高圧電源５０より供給される４００ＶＤＣは、一旦、分電盤７０に入
力し、各々のＰＤＵ（パワー・ディストリビューション・ユニット）３０に電力が分配さ
れる。各々のＰＤＵ３０には、本実施の形態における雌コネクタ２０が複数設けられてお
り、各々の雌コネクタ２０を介し４００ＶＤＣの電力を供給することが可能である。一方
、サーバラック４５には、複数のサーバ等の情報機器４０が収納されており、各々のサー
バ等の情報機器４０には、電源供給を受けるための雄コネクタ１０が電源ケーブル１５を
介し接続されている。雄コネクタ１０は、ＰＤＵ３０に設けられた雌コネクタ２０と電気
的に接続することにより、４００ＶＤＣの電力が供給されるように構成されている。
【００６１】
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　尚、上記説明においては、４００ＶＤＣの場合について詳しく説明したが、本発明の実
施の形態として記載されている雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタは直流（ＤＣ）であ
れば、用いることが可能である。特に、直流の場合はＡＣと異なり、人体に安全な周波数
というのも存在しないからである。
【００６２】
　また、人体における影響の観点から直流電圧としては、通常は４８Ｖ以下の電圧が用い
られている。これは、通常４８Ｖ以下であれば、感電により人体に与える影響が殆どない
ためであり、このことから、４８Ｖを超える電圧の場合、人体に与える影響は大きく、特
に、２００Ｖ以上の電圧は危険である。
【００６３】
　本発明の実施の形態における雄コネクタ、雌コネクタ及びコネクタは、安全性を高めた
構成であることから、４８Ｖを超える電圧、更には、２００Ｖ以上の電圧に特に顕著な効
果を発揮するものである。即ち、本実施の形態における雄コネクタ、雌コネクタ及びコネ
クタは、従来とは異なる構成により安全性を高めているため、４８Ｖを超える電圧、更に
は、２００Ｖ以上の電圧についても安全性が高められているため、特に、顕著な効果を発
揮するものである。
【００６４】
　〔第２の実施の形態〕
　第２の実施の形態は、本発明に係る雄コネクタに関するものである。具体的には、制御
用プラグ端子の伸縮をスライドスイッチにより行う構成のものである。
【００６５】
　図１４に、本実施の形態の雄コネクタの構成を示す。図１４（ａ）は、制御用プラグ端
子１１３が縮んでいる状態の雄コネクタ１１０の斜視図であり、図１４（ｂ）は、制御用
プラグ端子１１３が伸びている状態の雄コネクタ１１０の斜視図である。
【００６６】
　本実施の形態における雄コネクタ１１０は、電力の供給を受けるための２本の電力用プ
ラグ端子１１１、１１２、制御用プラグ端子１１３、アースのための接地用プラグ端子１
１４、スライドスイッチ１１６、ロック端子１０８を有している。
【００６７】
　図１４（ａ）に示す状態から、図１４（ｂ）に示す状態に、スライドスイッチ１１６を
制御用プラグ端子１１３の差込方向にスライドさせることにより、制御用プラグ端子１１
３が伸びる構成のものである。
【００６８】
　次に、図１５、図１６に基づき本実施の形態に係る雄コネクタ１１０において、制御用
プラグ端子１１３を伸す場合について説明する。尚、制御用プラグ端子１１３を伸すこと
により、不図示の雌コネクタにおける制御用ジャック端子に設けられたスイッチの接点が
開いた状態から閉じた状態となる。
【００６９】
　図１５（ａ）は、制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態における内部構造図であり
、図１５（ｂ）は、制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態における内部斜視図である
。図１５（ｃ）は、制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態から伸びた状態に移行する
際の中立状態における内部構造図であり、図１５（ｄ）は、制御用プラグ端子１１３が縮
んでいる状態から伸びた状態に移行する際の中立状態における内部斜視図である。図１５
（ｅ）は、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態における内部構造図であり、図１５
（ｆ）は、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態における内部斜視図である。また、
図１６は、図１５（ｂ）の部分的拡大図である。
【００７０】
　図１５（ａ）、（ｂ）に示すように、スライドスイッチ１１６は、雄コネクタ１１０の
内部においてU字部１１７が設けられており、制御用プラグ端子リンク１１８を介し、制
御用プラグ１１３が伸びる構成のものである。また、雄コネクタ１１０の内部には、コイ
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ルバネ１１９が設けられており、このコイルバネ１１９はコイルバネ１１９の伸縮を伝達
する伝達部１２０の一方の端と接続されている。伝達部１２０の他方の端は、制御用プラ
グ端子リンク１１８のカム軸１２１と回転可能な状態で接続されており、このカム軸１２
１は、カム溝１２２内を移動可能な構成となっている。
【００７１】
　また、制御用プラグ端子リンク１１８には、スライド軸１２３が設けられており、スラ
イド溝１２４内を移動可能な構成となっている。また、制御プラグ端子リンク１１８の先
端部１２５は、制御プラグ端子１１３に設けられた緩衝溝１２６内に挿入しており、移動
可能な状態となっている。
【００７２】
　制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態では、図面上、スライドスイッチ１１６は左
側に位置しており、制御用プラグ端子リンク１１８も左側に位置している。カム軸１２１
は、カム溝１２２内の最も左側に位置しており、Ｕ字部１１７の左側の内部壁面において
接している。また、制御用プラグ端子リンク１１８のスライド軸１２３は、スライド溝１
２４内の左側に位置しており、先端部１２５は、緩衝溝１２６の左端と接している。この
際、コイルバネ１１９は若干縮んだ状態にある。
【００７３】
　この後、スライドスイッチ１１６を差込方向に対し差込む方向（右方向）に移動させる
ことにより、図１５（ｃ）、（ｄ）に示す中立状態となる。この中立状態では、スライド
スイッチ１１６の移動方向と、コイルバネ１１９の伸縮方向とが垂直となっている。
【００７４】
　この状態では、図面上、スライドスイッチ１１６はほぼ中央部に位置し、制御用プラグ
端子リンク１１８は、Ｕ字部１１７の左側の内部壁面により、カム軸１２１が右側に押さ
れ、カム溝１２２内を右側に移動しほぼ中央部に移動する。この際、制御用プラグ端子リ
ンク１１８の先端部１２５も右側に移動するが、緩衝溝１２６内での移動であるため、制
御用プラグ端子１１３は、縮んだ状態のままである。この状態では、先端部１２５は、緩
衝溝１２６の右端に接しており、また、コイルバネ１１９は、図１５（ａ）、（ｂ）に示
す状態よりも更に縮んだ状態となっており、コイルバネ１１９の復元力により伝達部１２
０を押し上げようとする力が強くなっている。
【００７５】
　この後、スライドスイッチ１１６を差込方向に対し差込む方向（右方向）に更に移動さ
せることにより、コイルバネ１１９の復元力により図１５（ｅ）、（ｆ）に示す状態とな
る。
【００７６】
　即ち、コイルバネ１１９が伸びる復元力により、図面上、伝達部１２０を介しカム溝１
２２内をカム軸１２１が右方向に移動し、これにより、制御用プラグ端子リンク１１８の
先端部１２５を介し、緩衝溝１２６の右端が押され、制御用プラグ端子１１３が差込方向
に伸びるのである。
【００７７】
　この状態では、図面上、スライドスイッチ１１６は右側に移動しており、制御用プラグ
端子リンク１１８も右側に移動している。また、カム軸１２１は、カム溝１２２内の最も
右側に移動しており、Ｕ字部１１７の右側の内部壁面において接している。また、制御用
プラグ端子リンク１１８のスライド軸１２３は、スライド溝１２４内の右側に移動し、先
端部１２５は、緩衝溝１２６の右端と接している。この際、コイルバネ１１９は、中立状
態よりも伸びた状態となっている。
【００７８】
　このようにして、制御用プラグ端子１１３を差込方向に伸すことができる。これは、中
立状態からのコイルバネ１１９の復元力、即ち、コイルバネ１１９の伸びる力により、制
御用プラグ端子１１３が差込方向に伸すものであるため、短時間に行われる。
【００７９】
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　次に、図１７に基づき本実施の形態に係る雄コネクタ１１０において、制御用プラグ端
子１１３を縮ませる場合について説明する。尚、制御用プラグ端子１１３が縮んだ状態で
は、不図示の雌コネクタにおける制御用ジャック端子に設けられたスイッチの接点が閉じ
た状態から開いた状態となる。
【００８０】
　図１７（ａ）は、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態における内部構造図であり
、図１７（ｂ）は、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態における内部斜視図である
。図１７（ｃ）は、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態から縮んでいる状態に移行
する際の中立状態における内部構造図であり、図１７（ｄ）は、制御用プラグ端子１１３
が伸びている状態から縮んでいる状態に移行する際の中立状態における内部斜視図である
。図１７（ｅ）は、制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態における内部構造図であり
、図１７（ｆ）は、制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態における内部斜視図である
。
【００８１】
　図１７（ａ）、（ｂ）に示すように、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態では、
図面上、スライドスイッチ１１６は右側に位置しており、制御用プラグ端子リンク１１８
も右側に位置している。カム軸１２１は、カム溝１２２内の最も右側に位置しており、Ｕ
字部１１７の右側の内部壁面において接している。また、制御用プラグ端子リンク１１８
のスライド軸１２３は、スライド溝１２４内の右側に位置しており、先端部１２５は、緩
衝溝１２６の右端に接している。この際、コイルバネ１１９は若干縮んだ状態にある。
【００８２】
　この後、スライドスイッチ１１６を引抜く方向（左方向）に移動させることにより、図
１７（ｃ）、（ｄ）に示す中立状態となる。この中立状態では、スライドスイッチ１１６
の移動方向と、コイルバネ１１９の伸縮方向とが垂直となっている。
【００８３】
　この状態では、図面上、スライドスイッチ１１６はほぼ中央部に位置し、制御用プラグ
端子リンク１１８は、Ｕ字部１１７の右側の内部壁面により、カム軸１２１が左側に押さ
れ、カム溝１２２内で左側に移動しほぼ中央部に移動する。この際、先端部１２５も左側
に移動するが、緩衝溝１２６内での移動であるため、制御用プラグ端子１１３は、伸びた
状態のままである。この状態では、先端部１２５は、緩衝溝１２６の右端に接しており、
また、コイルバネ１１９は、図１７（ａ）、（ｂ）に示す状態よりも更に縮んだ状態とな
っており、コイルバネ１１９の復元力により伝達部１２０を押し上げようとする力が強く
なっている。
【００８４】
　この後、スライドスイッチ１１６を引抜く方向（左方向）に更に移動させることにより
、コイルバネ１１９の復元力により図１７（ｅ）、（ｆ）に示す状態となる。
【００８５】
　即ち、コイルバネ１１９が伸びる復元力により、図面上、伝達部１２０を介しカム溝１
２２内をカム軸１２１が左方向に移動し、これにより、制御用プラグ端子リンク１１８の
先端部１２５を介し、緩衝溝１２６の左端が押され、制御用プラグ端子１１３が差込方向
に対し縮むのである。
【００８６】
　この状態では、図面上、スライドスイッチ１１６は左側に移動しており、制御用プラグ
端子リンク１１８も左側に移動している。また、カム軸１２１は、カム溝１２２内の最も
左側に移動しており、Ｕ字部１１７の左側の内部壁面において接している。また、制御用
プラグ端子リンク１１８のスライド軸１２３は、スライド溝１２４内の左側に移動し、先
端部１２５は、緩衝溝１２６の左端と接している。この際、コイルバネ１１９は、中立状
態よりも伸びた状態となっている。
【００８７】
　このようにして、制御用プラグ端子１１３を差込方向に対し縮ませることができる。こ
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れは、中立状態からのコイルバネ１１９の復元力、即ち、コイルバネ１１９の伸びる力に
より、制御用プラグ端子１１３が差込方向に対し縮ませるものであるため、短時間に行わ
れる。
【００８８】
　ところで、このようなコイルバネ１１９を有しない構成の場合、人の指の力のみで、制
御用プラグ端子１１３を差込方向に伸したり縮めたりするが、人によって伸す速度や縮め
る速度が異なり、遅くなる場合がある。
【００８９】
　このような場合、制御用プラグ端子１１３の伸びる速度や縮める速度が遅いことに起因
し、この制御用プラグ端子１１３により接続される不図示の雌コネクタの接点において、
アークが発生したりチャタリングが発生したりする。このようなアークの発生やチャタリ
ングの発生は、雌コネクタの接点を破損させたり、雄コネクタに接続されている機器を破
損させたりするおそれがある。
【００９０】
　本実施の形態における雄コネクタ１１０においては、短時間に制御用プラグ端子１１３
を伸したり、縮めたりすることができるため、このようなアークの発生やチャタリングの
発生を防ぐことができ、雌コネクタの接点の破損や、雄コネクタに接続されている機器の
破壊を防止することが可能となる。
【００９１】
　次に、図１８に基づき本実施の形態における雄コネクタの機構について、より詳細に説
明する。図１８（ａ）は、制御用プラグ端子１１３が縮んでいる状態における雄コネクタ
の部分的な断面図であり、図１８（ｂ）は、中立状態における雄コネクタの部分的な断面
図であり、図１８（ｃ）は、制御用プラグ端子１１３が伸びている状態における雄コネク
タの部分的な断面図である。
【００９２】
　図１８（ａ）において、図面上、スライドスイッチ１１６を左側に移動させることによ
り、Ｕ字部１１７の右側の内部壁面よりカム軸１２１が左側に押され、カム軸１２１がカ
ム溝１２２内を左側に移動し、制御用プラグ端子リンク１１８が左側に移動する。この際
、カム軸１２１より伝達部１２０を介し、コイルバネ１１９が縮む。尚、本実施の形態に
おける雄コネクタ１１０のコイルバネ１１９は、コイルバネホルダ１２７内に納められて
おり、伝達部１２０に接していない方の端は、コイルバネホルダ１２７の内部において固
定されている。また、コイルバネホルダ１２７は、雄コネクタ１１０の筐体と回転軸１２
８において回転可能な状態で支持されている。
【００９３】
　このようにして、図１８（ｂ）に示す中立状態となる。この状態では、コイルバネ１１
９は縮んだ状態であり、伸びる方向への復元力が大きな状態となっている。
【００９４】
　この後、スライドスイッチ１１６を更に左側に移動させることにより、コイルバネ１１
９の復元力により、伝達部１２０を押し上げ、この力により、カム軸１２１がカム溝１２
２内を左側に移動する。この力により、制御用プラグ端子リンク１１８の先端部１２５を
介し、制御用プラグ端子１１３が左方向に移動、即ち、制御用プラグ端子１１３が差込方
向に伸び、図１８（ｃ）に示す状態となる。
【００９５】
　このようにして、短時間で制御用プラグ端子１１３を伸すことができるのである。
【００９６】
　同様に、制御用プラグ端子１１３を縮める場合も、コイルバネ１１９の復元力により、
中立状態から制御用プラグ端子１１３が縮んだ状態とすることができるため、短時間で制
御用プラグ端子１１３を縮めることができる。
【００９７】
　尚、本実施の形態では、コイルバネ１１９が縮んでいる状態から伸びる方向に働く復元
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力を利用して、制御用プラグ端子１１３を伸縮させるものについて説明したが、カム溝１
２２の構造等を変えることにより、コイルバネ１１９が伸びた状態から縮む復元力を利用
して、同様に制御用プラグ端子１１３の伸縮を行うことも可能である。また、本実施の形
態では、コイルバネ１１９を用いたが、同様の作用が得られる弾性体であれば、どのよう
な構成のものであってもよい。
【００９８】
　以上、本実施の形態における雄コネクタについて説明したが、本実施の形態における雄
コネクタは、第１の実施の形態における雄コネクタに代えて用いることができるものであ
り、本実施の形態における雄コネクタと、第１の実施の形態に記載されている雌コネクタ
により、コネクタとして使用することができるものである。
【００９９】
　また、本発明の実施に係る形態について具体的に説明したが、上記内容は、発明の内容
を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【０１００】
【図１】第１の実施の形態におけるコネクタの構成図
【図２】第１の実施の形態におけるコネクタの外観の斜視図
【図３】第１の実施の形態における雄コネクタの内部構造の斜視図
【図４】第１の実施の形態における雌コネクタの構造図
【図５】第１の実施の形態における雌コネクタの内部構造の斜視図
【図６】第１の実施の形態におけるコネクタの接続方法の説明図（１）
【図７】第１の実施の形態におけるコネクタの接続方法の説明図（２）
【図８】第１の実施の形態におけるコネクタの接続方法の説明図（３）
【図９】第１の実施の形態における雌コネクタのスイッチ部分の構成概略図
【図１０】第１の実施の形態におけるコネクタの制御用プラグ端子が縮んだ状態の斜視図
【図１１】第１の実施の形態におけるコネクタの制御用プラグ端子が伸びた状態の斜視図
【図１２】第１の実施の形態におけるコネクタを用いた電源供給システムの構成図
【図１３】第１の実施の形態におけるコネクタを用いたＰＤＵの斜視図
【図１４】第２の実施の形態における雄コネクタの外観の斜視図
【図１５】第２の実施の形態における雄コネクタの制御用プラグ端子を伸す場合の説明図
【図１６】第２の実施の形態における雄コネクタの内部構造の斜視図
【図１７】第２の実施の形態における雄コネクタの制御用プラグ端子を縮ませる場合の説
明図
【図１８】第２の実施の形態における雄コネクタの内部構造の部分的な断面図
【符号の説明】
【０１０１】
１０　　雄コネクタ
１１　　電力用プラグ端子（＋）
１２　　電力用プラグ端子（－）
１３　　制御用プラグ端子
１４　　接地用プラグ端子
１５　　電源ケーブル
２０　　雌コネクタ
２１　　電力用ジャック端子（＋）
２２　　電力用ジャック端子（－）
２３　　制御用ジャック端子
２４　　接地用ジャック端子
２５、２５Ａ、２５Ｂ　　永久磁石
３１　　制御スイッチ
３２　　制御スイッチ
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３３　　絶縁体の板バネ
４０　　サーバ等の情報機器
５０　　高圧電源

【図１】 【図２】



(19) JP 2010-56055 A 2010.3.11
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１４】 【図１６】
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【図１８】
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【図１３】
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【図１５】
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